
の未来が育つまち むなかたもど子
「子ども・子育て支援事業計画」ができました

　市では、平成27〜

31年度までを計画期

間とする「市子ども・

子育て支援事業計画」

を策定。これは、国

が進める「子ども・

子育て支援新制度」に基づき、安心して子

どもを産み育てることができ、一人ひとり

の子どもが健やかに成長することができる

「子どもにやさしいまちづくり」を実現する

ものです。また、「子育て世代に選ばれる都

市イメージ」を確立させ、市の活力を維持

することで、市の子ども・子育て環境をさ

らに充実させることを目指します。

　この計画では、「市子ども基本条例」がう

たう「子どもの最善の利益の保障」を念頭に、

「市民協働」と「都市ブランド」の視点を持っ

て、市が今後、特に注力したい施策を重点

施策として選定。この重点施策に、子ども

と子育てをする保護者に対して実施してい

る事業全体をけん引させることで、魅力的

な子ども・子育て支援施策を展開していく

ことを目的としています。

子どもが人と関わる体験の場
の提供や、ありのままの自分
を出せる居場所の確保、外遊
びの大切さの啓発、相談・救
済活動などを実施すること
で、子ども自身が一人の社会
人として、自立することがで
きるよう施策を推進します。

保育所・幼稚園をはじめ
とする、保育・教育サー
ビスの充実、子育てを学
ぶ機会の提供や保育コン
シェルジュ（利用者支援
専門員）の配置など、さ
まざまな子育て支援のた
めの施策を推進します。

地域社会全体で子どもの
育ちを温かく見守り、子
育て中の保護者を積極的
に応援するための施策を
推進します。

計画を作った

目的は？

「子どもの未来が育つまち むなかた」

「子どもが心豊かに
育つまちづくり」

「安心して子どもを産み
育てられるまちづくり」

「子どもにやさしい
まちづくり」

基本理念

基本方針2

計画の

内容は？

　次の法律・条例に基づいて作られた計画です。

計画の

位置づけは？

　計画の基本的な考え方は、基本理念と３つの基本方針の中に

示しています。

　基本理念は、計画が目指す将来像で「子どもの最善の利益」

の保障と、一人ひとりの子どもが健やかに成長することができ

る社会の実現を目指し、「子どもの未来が育つまち　むなかた」 

としました。

　基本方針は、基本理念を具体化するための事業を展開する指針となるものです。

　市に居住する、すべての子ども（18歳未満）と保護者、家庭など、
すべての市民、法人、その他の団体が、この計画の対象者です。

基本方針１

1

2

3

計画の

対象者は

どんな人？

計画原案は「次世代育成支援対策審議会委員」が
十分に審議を重ねて作りました

■問い合わせ先　子ども育成課　☎（36）1214

＊計画の詳細（各施策、事業の内容、パブリック・コメント結果）は、子ども育成課に常備している計画書か、市 ＨＰ http://www.
city.munakata.lg.jp/→「市政情報」→「各種計画」→「子ども・子育て支援事業計画」で確認可

 「子ども・子育て支援法」

 「次世代育成支援対策推進法」

「市子ども基本条例」

　安心して子育てできる社会の実現に向け、幼児期の学校教
育や保育、地域のさまざまな子育て支援の拡充や質の向上を
進めるための法律です。

　社会全体が、次世代育成支援に積極的に取り組むための

行動計画の策定を定めた法律です。

　将来にわたって、子どもの権利と健やかな成長が保障されるよう、平成24年４月に施行された市の条例です。

基本方針3
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